
２ ０ １ ５ 年 １ 月 ３ ０ 日 ４ ０ ３ 号

－ 最 大 限 の 節 電 に ご 協 力 を －

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら

小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
が

無
料
と
な
り
ま
す

《
町
民
生
活
課
》

町
で
は
、
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
就
学
か
ら
卒
業
ま
で
の

児
童
を
対
象
に
入
院
・
通
院
医
療
費
の
無
料
化
（
給
付
）
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
給
付
を
受
け
る
に
は
次
の
と
お
り
申
請
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者

平
成
二
十
七
年
度
小
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
（
た
だ
し
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
お
よ
び
生
活
保
護
な
ど
を
受
け
て
い
る
児
童
は
除
く
。
）

●
申
請
期
間
お
よ
び
受
付
時
間

二
月
九
日
（
月
）
～
二
月
二
十
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
対
象
児
童
の
保
険
証
ま
た
は
写
し

・
認
め
印

・
保
護
者
の
振
込
先
金
融
機
関
の
通
帳
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

※
保
護
者
と
は
、
児
童
が
加
入
し
て
い
る
保
険
証
の
被
保
険
者
ま
た
は
組
合

員
の
方
（
国
保
で
世
帯
主
が
祖
父
母
等
の
場
合
は
父
）
で
す
。

※
県
外
医
療
機
関
を
受
診
し
た
等
で
、
一
部
負
担
金
の
領
収
書
を
持
っ
て
町

に
申
請
し
た
場
合
の
振
込
先
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

●
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課

福
祉
支
援
班
（
内
線
１
６
４
）

納め忘れはありませんか？

◎町・県民税 ◎固定資産税

◎軽自動車税 ◎国民健康保険税



農
業
用
軽
油
引
取
税

免
税
証
の
交
付
申
請

に
つ
い
て

《
西
北
地
域
県
民
局

県
税
部
》

平
成
二
十
七
年
に
使
用
す
る
農

業
用
軽
油
引
取
税
免
税
証
の
交
付

申
請
を
次
の
と
お
り
仮
受
付
し
ま

す
。

●
申
請
書
類
提
出
締
め
切
り

二
月
二
十
日
（
金
）

午
後
三
時
ま
で

●
場
所

五
所
川
原
合
同
庁
舎
一
階

県
税
部
（
五
所
川
原
栄
町
一
〇
）

※
申
請
用
紙
は
、
西
北
地
域
県
民
局

県
税
部
の
ほ
か
、
農
協
等
の
免
税

軽
油
取
扱
店
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

西
北
地
域
県
民
局

県
税
部
課
税
課

☎
３
４
―
２
１
１
１(

内
線
２
０
７)

人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

《
町
民
生
活
課
》

一
月
一
日
付
け
で
、
法
務
省
よ
り

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
笹
森
愼
一

さ
ん
（
あ
さ
ひ
町
）
と
長
内
齋
さ
ん

（
野
木
）
が
、
二
期
目
の
委
嘱
を
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
で
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
と
は
…

人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考

え
方
を
広
め
、
自
由
人
権
思
想
の
啓

発
に
努
め
る
と
と
も
に
地
域
住
民

の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監

視
す
る
。
も
し
、
人
権
を
侵
さ
れ
た

人
が
い
た
場
合
は
、
相
談
相
手
に
な

り
、
適
切
な
処
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
っ
て
救
済
す
る
こ
と
な
ど
を
職

務
と
し
、
町
に
設
置
さ
れ
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
る
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

油
流
出
注
意

《
岩
木
川
水
系
水
質
汚
濁

対
策
連
絡
協
議
会
》

家
庭
や
事
業
所
か
ら
油
や
薬
品

な
ど
が
流
れ
出
す
水
質
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
水
質
事
故
が
発
生

し
ま
す
と
、
側
溝
や
水
路
を
通
じ
河

川
に
流
れ
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

河
川
は
、
水
道
用
水
、
か
ん
が
い
用

水
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
水
質
事
故
は
地
域
全
体
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
動
植
物
に
も
悪
影

響
を
与
え
ま
す
。
水
質
事
故
の
処
理

に
か
か
っ
た
費
用
は
、
原
因
者
の
方

の
負
担
に
な
り
ま
す
。

厳
冬
期
を
迎
え
、
灯
油
を
扱
う
機

会
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
タ

ン
ク
の
状
況
の
再
確
認
、
除
雪
作
業

時
の
破
損
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。事

故
を
起
こ
し
た
場
合
、
ま
た
、

発
見
し
た
場
合
は
、
早
急
に
役
場
、

消
防
署
ま
た
は
国
や
県
の
機
関
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課

く
ら
し
の
窓
口
班

（
内
線
１
５
１
）

家
畜(

鶏
含
む)

飼
養
者

の
皆
さ
ま
へ

《
産
業
観
光
課
》

平
成
二
十
三
年
度
に
、
家
畜
伝
染

病
予
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
家

畜
（
鶏
を
含
む
）
飼
養
者
は
毎
年
定

期
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
次
の
家
畜
の
飼
養
者
は

忘
れ
ず
に
報
告
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

●
報
告
対
象

▽
鶏
（
青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
、
比
内

地
鶏
、
烏
骨
鶏
、
軍
鶏
、
チ
ャ
ボ
、

声
良
鶏
、
金
八
な
ど
含
む
）
、
あ

ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ
ほ

ろ
鳥
、
七
面
鳥
、
だ
ち
ょ
う

▽
鳥
類
以
外
（
牛
、
馬
、
豚
、
山
羊
、

め
ん
羊
、
い
の
し
し
、
鹿
）

●
報
告
内
容

平
成
二
十
七
年
二
月
一
日
時
点

の
頭
羽
数

●
報
告
様
式

「
定
期
報
告
書
」
様
式
は
産
業
観

光
課

農
業
振
興
班
窓
口
で
配
布

※
つ
が
る
家
畜
保
健
衛
生
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。(h

ttp
://w

w
w

.ap
p

len
et.jp

/

~
tsu

g
aru

-k
aho

/)

●
提
出
方
法

産
業
観
光
課

農
業
振
興
班
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参

●
報
告
期
日

三
月
六
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

西
北
地
域
県
民
局

地
域
農
林
水

産
部

つ
が
る
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
４
２
―
２
２
７
６

産
業
観
光
課

農
業
振
興
班

（
内
線
２
９
３
）

「
中
高
年
の
た
め
の
就
活

倶
楽
部
＆
就
職
個
別

相
談｣

の
開
催
に
つ
い
て

《
あ
お
も
り
中
高
年

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
》

就
職
の
す
す
め
方
が
わ
か
ら
な

い
、
経
験
を
生
か
し
た
い
が
ど
ん
な

ふ
う
に
伝
え
た
ら
い
い
か
、
資
格
取

得
の
情
報
を
知
り
た
い
…
な
ど
新

た
な
就
職
で
お
悩
み
の
方
に
お
す

す
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

●
日
程

二
月
二
十
七
日
（
金
）

・
午
前
十
時
～
十
二
時

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

『
転
職
・
再
就
職
活
動
の
前
に
す

べ
き
こ
と
』
（
定
員
二
十
人
）

・
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

就
職
個
別
相
談

●
対
象
者

四
十
五
歳
以
上
の
方

●
開
催
場
所

五
所
川
原
市
民
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
（
五
所
川
原
市
一
ッ
谷
五
〇

三
―
五
）

●
申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。(info@

a-ckn.jp)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

あ
お
も
り
中
高
年
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
１
７
―
７
１
５
―
５
８
１
６

試
験
成
果
・
情
報
発
表
会

開
催
の
お
知
ら
せ

《
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

り
ん
ご
研
究
所
》

平
成
二
十
六
年
度
（
第
三
十
五

回
）
試
験
成
果
・
情
報
発
表
会
を
左

記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

本
年
度
の
新
情
報
や
話
題
に
つ

い
て
の
講
演
会
、
ま
た
試
食
会
な
ど

行
い
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

二
月
十
七
日
（
火
）

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

●
場
所

平
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー

「
文
化
ホ
ー
ル
」

●
発
表
内
容

・
り
ん
ご
「
あ
お
り
21
」(

春
明
21)

の
反
射
資
材
利
用
に
よ
る
や
け

病
低
減

・
り
ん
ご
幼
果
に
お
け
る
灰
色

!!



か
び
病
の
特
徴
と
そ
の
対
策

・
り
ん
ご
樹
を
加
害
す
る
ヒ
メ
ボ

ク
ト
ウ
の
生
態
と
防
除

・
中
南
地
域
に
お
け
る
も
も
の
生

産
状
況
と
「
川
中
島
白
桃
」
の

出
荷
調
整

・
ぶ
ど
う
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

の
露
地
栽
培
に
お
け
る
特
性

☆
り
ん
ご
の
試
食
も
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

(

地
独)

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー

り
ん
ご
研
究
所

☎
０
１
７
２
―
５
２
―
２
３
３
１

二
十
七
年
度
入
校
生

の
募
集
に
つ
い
て

《
青
森
県
立

弘
前
高
等
技
術
専
門
校
》

平
成
二
十
七
年
四
月
入
校
生
を

左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
訓
練
課
名
お
よ
び
募
集
定
員

▽
造
園
科

十
五
人

▽
配
管
科

二
十
人

●
訓
練
期
間

両
科
と
も
一
年
（
平
成
二
十
七
年

四
月
～
二
十
八
年
三
月
）

●
応
募
資
格

職
業
に
必
要
な
技
能
お
よ
び
こ

れ
に
関
す
る
知
識
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
者

●
願
書
受
付
期
間

二
月
十
二
日
（
木
）
ま
で

●
試
験
日

二
月
十
九
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
１
７
２
―
３
２
―
６
８
０
５

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
技
能
講
習
会
を

実
施
し
ま
す

《
西
北
労
働
基
準
協
会
》

左
記
の
と
お
り
小
型
移
動
式
ク

レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
講
習
対
象

つ
り
上
げ
荷
重
一
ト
ン
以
上
五

ト
ン
未
満
の
小
型
移
動
式
ク
レ

ー
ン
運
転
業
務

●
開
催
日
時

二
月
十
七
日
（
火
）
～
十
九
日

（
木
）
ま
で

（
三
日
間
）

午
前
九
時
～
午
後
五
時
ま
で

●
開
催
場
所

▽
学
科

西
北
労
働
基
準
協
会
二
階

大
ホ
ー
ル

(

五
所
川
原
市
唐
笠

柳
藤
巻
四
九
五
―
三)

▽
実
技

齋
藤
建
設(

株)

構
内

(

五
所
川

原
市
太
刀
打
早
蕨
九
八
―
四)

●
受
講
資
格

満
十
八
歳
以
上
の
者

●
受
講
一
部
免
除
者

ク
レ
ー
ン
等
運
転
士
免
許
を
受

け
た
者
、
ま
た
は
床
上
操
作
式
ク

レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
、
玉
掛
け

技
能
講
習
を
修
了
し
た
者

●
受
講
料

(

免
除
な
し
の
者)

二
九
、
七
二
五
円

(

受
講
一
部
免
除
者)

二
六
、
四
八
五
円

※
消
費
税
・
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
。

●
締
め
切
り

二
月
十
二
日
（
木
）
か
定
員
四
十
人
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

(

一
社)

西
北
労
働
基
準
協
会

☎
３
５
―
６
３
３
６

国では、毎年２月を「省エネルギー月間」

と定め、省エネルギーの意識啓発をはか

っております。

限りあるエネルギー資源を大切にする

とともに、地球温暖化を防止するため、

私たち一人ひとりがエネルギーを大切

に使うよう心掛けましょう。

東北電気保安協会からのお知らせ

２月は「省エネルギー月間」です

税の申告相談が始まります

五所川原税務署では、次の日程で確定申告書作成会場を開設します。

●開設期間 ２月２日（月）～３月１６日（月）（土・日曜日、祝日を除く）

●場 所 五所川原税務署１階 共用会議室

●開設時間 午前９時～午後５時

▽問い合わせ先▽ 五所川原税務署（☎３４－３１３６ 自動音声によりご案内いたします。） 

【所得税および復興特別所得税・消費税および地方消費税確定申告書作成会場を
開設します】 （五所川原税務署）

【所得税および町・県民税の申告相談は ２月６日（金）から行います】
（税務会計課）

混雑が予想されますので、なるべく決められた地区ごとの指定日にお越しくださいますよう

ご協力お願いします。

●開設期間 ２月６日（金）～３月１６日（月）（土・日曜日、祝日を除く）

●場 所 国際交流会館２階 ２０２会議室

●開設時間 午前８時３０分～午後３時３０分

▽問い合わせ先▽ 税務会計課 税務相談班（内線１２１・１２２・１２５）



町の保健だより
健康保険課 健康長寿班

連絡先（内線 131･132･133）

【個別特定健診を受けませんか】 期間は２月末まで、電話での申込みもできます！

・対象：①国保 40～74 歳の方

②後期高齢者医療の方 今年度、まだ特定健診や人間ドックを受けていない方が対象です。

③40 歳以上の生活保護世帯の方 健診料は無料です。

④30～39 歳の方

・内容：血圧測定、血液検査(血糖・脂質・肝機能・貧血・尿酸)、尿検査、心電図、診察

・場所：鶴田診療所 平成 27 年２月末までとなっております。

・申込：健康保険課 健康長寿班 ⑥窓口 電話での申込みもできます。22-2111(内線 132･133)

申し込んだ方には、後日受診票をお送りします。

【乳幼児を持つママのための調理教室】

今回は、「みつば会と一緒に簡単でおいしい料理をつくろう!!」をテーマに、楽しく調理教室を行いま

す。鶴田町食生活改善推進員「みつば会」のメンバーが、簡単に作れておいしい料理を皆さんにお伝えします。

・日 時：２月 26 日（木） 午前９時 30 分～12 時 30 分

・場 所：鶴遊館 栄養指導室

・メニュー：あんかけチャーハン、焼き春巻き、具だくさんスープ、お楽しみゼリー

・持 ち 物：三角巾、エプロン、手ふきタオル、おんぶひも

・参 加 費：200 円（当日集めます）

・申込締切：２月 24 日（火） 健康長寿班保健師までご連絡ください。先着 20 名までです。

＊保育室あります。利用を希望される方は、お子さんのお名前と年齢をお知らせください。

【気軽に話せるおしゃべりサロン「傾聴サロン」に遊びに来ませんか】

鶴田町傾聴ボランティア養成講座修了生による「つるりんの会」では、コーヒーやお菓子を用

意して、お待ちしております。ビーズストラップや、「つるりん」の折り紙を一緒に作りながら、

ゆっくりお話しできる雰囲気の中、ほっとするひとときを過ごしませんか？お話した内容の秘密

は厳守します。

・日時：２月２日、16 日 (第１・３月曜日) 午後１時 30 分～３時 30 分

・場所：鶴遊館 栄養指導室

【健康運動教室】

・開催日：２月２日(月)、５日(木)、10 日(火)、12 日(木)、16 日(月)、19 日(木)、23 日(月)、26 日(木)

・場 所：鶴遊館(申込み不要です)

・時 間：午前 10 時～11 時 ＊5 日(木)は午後１時 30 分～２時 30 分です。

＊運動できる服装でおいでください。お茶、お水、タオルなどをお持ちください。

【メディコトリム調理実習についてのお知らせ（お知らせ版保健だより１月号掲載）】

1 月 30 日(金)に予定していた調理実習ですが、参加者が少ないため、３月３日(火)に行うことになりました。

参加を希望される方は役場健康保険課にご連絡ください。

平成２７年


